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新
し
い
目
玉
展
示

　

１
階
は
、
サ
ロ
ン
の
休
憩
機

能
、
コ
ン
サ
ー
ト
機
能
を
維
持

し
な
が
ら
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
拡

張
し
ま
す
。
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー

で
は
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
堪
能

で
き
る
ほ
か
、
福
島
時
代
の
古

関
さ
ん
の
故
郷
へ
の
思
い
が
伝

わ
る
作
品
や
ゆ
か
り
の
品
々
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
階
は
、
新
し
い
目
玉
展
示

の
音
楽
立
体
空
間「
古
関
裕
而
サ

ウ
ン
ド
・
ト
リ
ッ
プ
」を
は
じ
め
、

仕
事
部
屋
を
再
現
し
た
書
斎
や
、

古
関
さ
ん
を
支
え
た
家
族
や
音

楽
家
た
ち
の
写
真
を
展
示
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ル
」、
映

画
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
紹
介
す
る「
テ
ー
マ
別
展
示
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

次
世
代
へ
の

レ
ガ
シ
ー
の
継
承

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

中
央
に
設
置
し
て
い
た
展
示

ケ
ー
ス
を
壁
面
に
配
置
し
、
光

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

り
、
古
関
裕
而
さ
ん
の
功
績
や

古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
魅
力
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
映
像
や
立
体
音
響
を
駆
使
し

た
新
し
い
展
示
も
ご
用
意
し
ま

し
た
。

　
い
つ
の
時
代
で
も
多
く
の

人
々
に
寄
り
添
い
続
け
た
古
関

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

　情景を想像するだけでメロディーが湧いてきたという古関裕而さん。
古関さん本人が描いた風景画と、楽曲のインスピレーションとなったで
あろうさまざまな音を、大型映像の投影と先進的な立体音響設備により
再現します。臨場感のある音の空間に包まれ、頭の中で楽曲が出来上
がっていく過程を疑似体感できます。
　立体音響では、音質が非常に良い２台のメインスピーカーや、低音域
を再現するサブウーファーに加え、サブスピーカーを天井面に11台、
壁面に７台、床面に10台、あわせて28台設置します。
　これにより、近い音、離れている音、回り込む音など、さまざまな角
度からの音を再現することが可能となり、通常のサウンドシステムと比
べ、より臨場感と没入感が体感できる展示が実現します。

　古関裕而記念館は、３月のリニューアルオープンから、入館料をいただきます。施設と貴重な展
示品を維持管理していくため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
◆一般個人　300円　　　　　　◆一般団体　240円（20人以上）
◆小・中学生個人　100円　　　◆小・中学生団体　80円（20人以上）

※来館される際には、マスク着用と事前の検温にご協力をお願いします。また、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、一部入館を制限する場合もありますのでご了承ください。

リニューアルオープンするまでの期間、代替展示をふくしん夢の音楽堂にて行っております。
詳しくは、古関裕而記念館ホームページをご覧ください。

２階完成イメージ

の
当
た
り
具
合
を
調
節
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
温
度

と
湿
度
を
適
切
に
管
理
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
直
筆
の

楽
譜
な
ど
貴
重
な
資
料
の
保
存

環
境
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◀２階イメージ
中央に空間をつくり壁側に
展示ケースを設置します。

古関裕而

 皆さまへのお願い

担当者からひとこと

文化振興課

仲
なかぬま

沼祐
ゆうた

太さん

天井面に設置するスピーカー：11台

壁面に設置するスピーカー：7台

床面に設置するスピーカー：10台

台の
28

新設スピーカー

計

イメージ様式図

　　　　サウンド・トリップ
古関裕而記念館リニューアルオープン
　現在休館中の古関裕而記念館が、3月13日（土）にリニューアルオープンします。昭和63年の開
館以来初めてとなる今回のリニューアルでは、古関裕而さんゆかりの貴重な資料や珠玉の古関メ
ロディーがこれまで以上に堪能できる空間を演出するとともに、古関裕而さんの魅力や古関メロ
ディーの素晴らしさが実感できる展示構成としました。皆さまのご来館をお待ちしております。�
� ■問／文化振興課　☎525−3785

▲２階展示スペースの
　リニューアル工事

古関ワールドを体験しよう！


